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1. はじめに 

Digital Transformation の実現などのデジタルサービスの

開発が大規模化・複雑化し，関係するステークホルダも多

様化している[1]．ステークホルダの洗い出しが不十分であ

ることに起因して，開発の途中やリリース後に要求変更や

要求追加が発生するケースが報告されている[2]．情報シス

テムの要求定義において，ステークホルダ識別が必要であ

る[3].企画や提案の初期の段階で，関係するステークホル

ダを漏れなく洗い出すことは困難である． 

ところで，自然言語処理技術が進化し，キーワード抽出，

文の分類，文書要約に加えて，文の生成に関する技術の精

度も向上している．また，要求定義関連のタスクについて

も自動化の取り組みが行われている．例えば，elicitation, 

analysis, modeling, verification and validation などのタスクに

対して自然言語処理技術の活用の研究が取り組まれてい

る[4]．しかし，生成技術については，テストケースや UML

モデル変換などにとどまっており，前述した関連するステ

ークホルダをスムーズに自動生成する状況には至ってい

ない． 

著者らの研究グループでは，要求仕様書の検証や要約な

どの自動化の研究に取り組んできた[5]．本研究では，これ

らの知見に基づき，ステークホルダの候補を自動生成する

手法の考案を試みる．具体的には，自然言語処理技術の事

前学習モデルと質問応答技術を活用して，対象ドメインに

関連するステークホルダ候補を自動抽出し，ステークホル

ダモデルとして可視化する手法を提案する． 

 

2. 課題と解決策へのアプローチ 

要求獲得の出発点となる，提案書やシナリオの断片から，

自然言語処理技術を用いて，出現するステークホルダに該

当する用語を自動抽出することはステークホルダ識別の

効率化や均質化に有効であると考えられる． 
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しかし，ステークホルダ識別では，利用者，発注者，開発

者に加えて，利用者に関連する組織や環境，発注者側とや

りとりのあるクライアントなど，幅広く洗い出すことが求

められている[6]．与えられた提案書や仕様の断片に出現す

る用語のみを抽出するだけでは不十分である． 

そこで，BERT[7]の質問応答技術を用いて，関連するス

テークホルダを自動抽出し，ステークホルダ図を自動生成

する手法を提案する．提案手法では，提案書や仕様の断片

などの対象ドメインの文脈がわかるコンテキスト情報を

入力として，質問応答によって自動抽出するための質問文

を自動生成し，段階的に関連するステークホルダを自動抽

出することを試みる． 

 

3. 提案手法 

本研究で提案する手法のプロセスと支援ツールを図 1

に示す．提案手法は，対象ビジネスのコンテキスト情報を

入力として，関連するステークホルダリストを自動生成す

る．図 1 では，本手法の出力はステークホルダ図としてい

る．本稿では，ステークホルダリストを自動生成し，生成

されたステークホルダリストを用いて，手動にてステーク

ホルダ図を作成することになる． 

提案手法は，入力されたコンテキスト情報とリソースモ

デルを用いて，S01 で関連するステークホルダを問う質問

文を自動生成する．その自動生成された質問文を用いて，

S02 では BERT の質問応答技術により，関連するステーク

ホルダの候補を導出する．S03 では導出されたステークホ

ルダ候補を用いてさらに関連するステークホルダを問う

質問を繰り返し適用し，関係するステークホルダ候補を段

階的に導出する．なお，導出されたステークホルダ名には，

異音同義語が含まれる可能性があるため，必要に応じて，

類似度を用いて，ステークホルダ名の整理統合を行う． 

本研究では，形態素解析器として Juman++[8]，自然言語

処理モデルとしては BERT，日本語 Wikipedia をソースと

した事前学習モデル（https://huggingface.co/cl-tohoku）を用

いる．
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図 1 ステークホルダモデルの自動生成ツール

4. 適用評価 

4.1 方法 

「駅周辺経路誘導」をとりあげて，本手法の適用評価を

行った．渋谷駅を対象として，コンテキスト情報（329 文

字）を入力情報とした．本研究では，あらかじめ，有識者

によりステークホルダ図を手動で作成し，本手法によって

生成されたステークホルダ一覧を比較し，再現率，適合率，

F 値の観点で分析した．本研究では，提案手法であるステ

ークホルダ図の自動生成ツールを用いてステークホルダ

図を作成した． 

4.2 結果 

本ツールによって，生成した質問文として，例えば

「[MASK]が渋谷駅周辺経路誘導システムをオリンピック

開催時に渋谷駅で利用する」を生成した．また，本ツール

により自動生成したステークホルダ一覧では，20 件のス

テークホルダを生成した．実際に自動生成ツールを用いて，

手動でステークホルダ図にマッピングした例を図 2 に示

す．生成されたステークホルダの中には，「Google」や「ホ

テル」などの手動では定義されなかったステークホルダが

生成された．また，その他の「鉄道」や「通信会社」など

の，本コンテキストには明確には関連しないステークホル

ダが生成された． 

 

図 2 渋谷駅周辺経路誘導システムのステークホルダ図 

4.3 評価分析 

作成したステークホルダ図に対して正確性の評価を行

った.正確性の評価では，Precision, Recall, F1 の 3 項目に対

して評価を行った．結果は，Precision が 0.66, Recall が 0.68, 

F1 が 0.67 となった．また，評価において，異音同義語を

正解とみなした場合，Precision が 0.72, Recall が 0.73, F1 が

0.73 となった． 

5. 考察 

適用評価結果に基づけば，本ツールで自動抽出したステ

ークホルダ一覧は，手動の定義結果と比較し，一定程度の

一致度を備えていること，また手動では抽出できていなか

った新たなステークホルダの特定が可能であることから，

初級の技術者のステークホルダ識別の支援に有効である

と考えられる． 

しかし，異音同義語をどう扱うか，4 つのステークホル

ダのどこにも分類されないステークホルダをどう扱うか

などの改善点がある．また，今回手動で行った部分を自動

化することで，さらに効率化できることが考えられる． 

6. まとめ 

本稿では，初級技術者が簡単にステークホルダを識別

できる状態を目指し，自然言語処理技術を用いたステー

クホルダモデルの自動生成手法を提案した．今後，更に

ステークホルダの洗い出しによる分析を継続し，より良

い自動生成と可視化の統合手法の提案に努めていく． 
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